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要旨
　日本社会においては、２１世紀に突入した頃から格差の
拡大がより多くの人々に認識されるようになり、「格差
社会」に関する議論が盛んに行われてきた。その後、「格
差社会」に関するそれは、「貧困」に対する関心を増大さ
せ今日においては、格差よりも貧困に議論の中心は移行
してきている。本稿では、これまでの日本社会における
格差・貧困に関する議論の動向を整理し、より一層の議
論の発展と問題解決に寄与することを目指すものであ
る。
　また、本稿においては、貧困問題を解決していく方法
として、社会福祉士等のソーシャルワーカーや研究者
が、個人と社会（環境）両者への働きかけをより強化す
ることを掲げた。
Ⅰ　格差・貧困の議論１-格差社会論から貧困論へ
　日本社会においては、２１世紀に突入する前後から格差
の拡大がより多くの人々に認識されるようになり、「格
差社会」に関する議論が盛んに行われてきた。例えば、
労働経済学者の橘木は、１９９８（平成１０）年に発表した著
書において、日本社会が次第に「一億総中流」社会では
なくなってきていることを詳細なデータから明らかにし
た１）。
　比較社会学者の佐藤は、２０００（平成１２）年に発表した
著書において、「戦後の高度経済成長期にはたしかに日
本は、戦前にくらべて「努力すればナントカなる＝『開
かれた社会』になっていた。だが、近年、その開放性は
急速に失われつつある。社会の１０～２０％を占める上層を
みると、親と子の地位の継承性が強まり、戦前以上に『努
力してもしかたない』＝『閉じた社会』になりつつある。」
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日本における格差・貧困に関する議論の動向
と述べ、日本社会に不平等が浸透していく過程を明らか
にした２）。　
　一方、教育社会学者の苅谷は、２００１（平成１３）年に発
表した著書において、人々が属する社会階層によって、
学習に対する意欲に「意欲格差（インセンティブ・ディ
バイド）」があることを明らかにしている３）。日本社会に
おいては、長年、階層間不平等は人々の間に意識されず、
誰もが頑張れば階層上昇できるという日本社会に特有な
メリトクラシー（業績主義）が通用していた４）。苅谷は
「意欲格差」が生じる背景として、それまでの日本社会
で通用していたメリトクラシー（業績主義）が通用しな
くなったことを挙げている。その原因としては、社会階
層の固定化が進んだことを挙げ、子ども自身の生まれた
家庭によってその将来がある程度規定されてしまう世の
中になりつつあることが示された。
　また、家族社会学者の山田は、２００４（平成１６）年に発
表した著書において、「希望格差」の概念を紹介し、
ニューエコノミーが浸透した今日の日本社会において
は、自らの将来に希望を持てるものとそれが持てないも
のとの間に希望格差が生じることを明らかにした５）。計
量社会学者の吉川は、「こんにちのあらゆる格差・不平等
について、多くの要因が関与する構造があるなかで、
もっとも影響がある明瞭な境界線をひとつだけ挙げると
すれば、それは大卒/非大卒間の学歴境界線である」と述
べ、人々の学歴が格差社会に大きな影響を及ぼしている
ことを明らかにしている。６）労働経済学者の玄田は、中
年齢無業者と格差問題に関する論文の中で、「本人世帯
の無業のなかで、年収２００万円未満の低所得者が増える
一方で、同時に年収１,０００万円以上の高所得者も増えて」
いることを述べ、無業のなかの二極化構造が進んでいる
過程を明らかにした７）。
　さらに、社会福祉学における格差社会に関する議論に
ついては、２００６（平成１８）年に刊行された「社会福祉研
究」誌において格差社会における社会福祉の意義・役割
についての特集が組まれた。この特集では、古川孝順・
牧里毎治・後藤玲子・小杉礼子・神原文子がそれぞれの
立場から論文を発表した。「社会福祉研究」は、社会福祉
学研究者や実践者の中で著名な雑誌である。上記の雑誌
に格差社会についての特集が組まれたことは、格差社会
と社会福祉学を結びつけ、多くの人々に問題意識を植え
付けたと思われる。筆者は、当時行われていた格差社会
に関する議論を土台に、格差社会と社会福祉士の役割に
ついての考察を行った。その中では、当時、世の中に蔓
延していたフリーターやニートに対する社会からのバッ
シングに対して異論を唱え、社会福祉士が格差社会につ
いて正しい認識をもつことの重要性を述べた８）。
　その後、「格差社会」に関するそれは、今日においては、
格差よりも貧困に議論の中心は移行してきている。
　例えば、道中は、２００９（平成２１）年に発表した著書に
おいて生活保護世帯のデータ分析を通し、貧困が固定化
し、世代間継承していく過程を詳細に論じた。同氏は著
書のなかで、社会におけるセーフティネットの再構築を
提言した９）。日本テレビのディレクターである水島は、
決まった住居がなく、都市部にあるネットカフェにて寝
泊まりしている人々に対する取材を通し、このような
人々を「ネットカフェ難民」と名付け、大きな話題を呼
んだ。ネットカフェ難民の多くは貧困者であり、その背
景には非正規雇用労働者の増加、国の対応の遅れなど
様々な要因があるとの見解を水島は２００７（平成１９）年に
述べている１０）。社会福祉学者の岩田は、２００７（平成１９）
年に発表した著書において、「不思議なことであるが、日
本では格差社会論はあるが、これまで本格的な貧困論は
必ずしも展開されてこなかった」との見解を示し、貧困
研究の重要性を述べている１１）。反貧困ネットワーク事務
局長の湯浅は、近年活躍が目立つ実践家である。同氏
は、日本社会におけるセーフティネットの脆弱性を指摘
し、容易に貧困に陥りやすい社会構造を描き出してい
る。また同氏は、貧困者は「溜め」が失われている状態
にあり、「五重の排除」を受けており、貧困に陥ることは
自己責任でないことを主張した１２）。「五重の排除」とは、
教育、企業福祉、家族福祉、公的福祉、自己、これらそ
れぞれからの排除を指す。
　また、湯浅・仁平は、若年ホームレスの問題に関し、
その責任は当事者ではなく、社会にあるとして前述の
「溜め」を社会に補給する必要性を提起している１３）。さ
らに湯浅は、近年急増している「貧困ビジネス」を題材
に、貧困を政治的・社会的な争点として可視化する必要
性を提起している１４）。社会運動として、貧困の解消を目
指す動きとしては、上記の湯浅が事務局長を務める「反
貧困ネットワーク」が、２００７（平成１９）年１０月に結成さ
れた。同会は、「人間らしい生活と労働の保障を実現し
貧困問題を社会的・政治的に解決することを目的として、
ホームレス、フリーター、派遣労働者、シングルマザー、
障害者・病者、DV被害者、多重債務者、生活保護受給
者などの貧困当事者や支援者が、それぞれの抱える問題
の枠を超え、また、政治的立場を超えて」結成された１５）。
同ネットワークは、貧困に関する福祉教育にも力を入れ
ており、２００８（平成２０）年、２００９（平成２１）年に東京都
千代田区立神田一橋中学校にて、「反貧困フェスタ」を開
催している１６）。
　非正規雇用労働者である赤木は、衝撃的な論文を発表
し、様々な議論を呼んだ１７）１８）。赤木は、自身が就職氷河期
世代に学校を卒業したため、正規労働者として就職でき
ず、学卒以来コンビニでアルバイトをしている。将来の
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希望もなく、現在の状態では、結婚もあきらめている。
現在は親と同居しているからよいが、親が亡くなったら
生活していけないので、自殺するしかないと考えてい
る。また、太平洋戦争中に政治学者の丸山眞男が陸軍２
等兵として戦場に送られ、そこで中学校も卒業していな
い１等兵に徹底的にいじめにあったことを挙げ、戦争中
であれば世の中が混乱し、このようなこともあるとし
て、自身も丸山のような世間的に著名な学者をひっぱた
きたいとするものである。さらに赤木は現在にも将来に
も希望がない、こんな生活が続くぐらいなら、戦争が起
きて社会が混乱したほうがまだ望みがある。そして、フ
リーターが餓死しても「自己責任」で終るが、兵隊が戦
死すると英雄扱いされるからその方がよっぽどよいとい
うのが赤木の主張である。上記の赤木の主張は極端では
あるが、今日においては少なからず共感を覚える者もい
ると思われる。しかし、この主張は戦争の非人間性につ
いての思慮が欠けており、その点は考慮されるべきであ
ろう。
　前述の橘木は、２００８（平成２０）年に発表された論文に
おいて、近年の日本社会における議論が格差から貧困に
移行していく過程を概観し、その問題点として、格差の
拡大より貧困者の増加を挙げている１９）。作家の雨宮処凛
は、新自由主義経済の中、「不安定さを強いられる人々」
を指す造語である「プレカリアート」の概念を使用し、
収入の低いフリーター、派遣切りに脅える非正規雇用労
働者、「債務奴隷」さながらの新聞奨学生、ネットカフェ
難民の日雇い派遣、「秋葉原無差別殺人事件」と派遣労働
などを取り上げ、貧困が世の中に蔓延していること、事
件や犯罪が発生する背景には「社会の病」があることを
述べ、社会に対する警笛を鳴らしている２０）２１）。また、雨宮
は、哲学者の萱野との対談の中で、２００６（平成１８）年の
時点では、「格差」が「貧困」の問題であるとは社会の中
で認識されていなかったとの見解を示し、２００７（平成１９）
年を境に「格差」問題が「貧困」問題としてその中で認
識されるようになってきたとの考えを述べた２２）。ジャー
ナリストの堤は、今日のアメリカ社会で起きている貧困
の現状を肥満児、医療費、戦争、学資ローン、刑務所な
どの事例を通じて詳細に伝えている２３）２４）。これらは、日
本社会への警笛としてインパクトのあるものであった。
　元高校教諭の青砥は、高校中退者を題材に、貧困がう
まれる過程を分析し、高校教育の義務教育化、職業教育
中心の高校制度への転換、貧困家族への経済的支援の充
実、授業料減免制度の充実を提起している２５）。前述の山
田は、社会保障制度の構造転換の二つの課題として「①
ワーキングプアの処遇」「②ライフコース不確実化への
対応」を挙げ、「年金マイレージ制」を提唱している２６）。
　これまで概観してきたような問題を解決するため、
２００７（平成１９）年には、「貧困研究会」が発足し、翌年
には雑誌『貧困研究』が創刊された。雑誌創刊の意義と
して上記の青木は、「貧困という言葉と概念をめぐる、こ
のように簡単に見えて複雑な困難にどう対応するのか。
こういったことが『貧困研究』の肩にのしかかっている」
と述べている２７）。このように、今日における日本社会に
おける議論は、明らかに格差社会論から貧困論へ移行し
てきている。
Ⅱ　格差・貧困の議論２-母子世帯における貧困研究
の深化
　上記のように、今日の日本社会においては格差社会論
よりも貧困論が高まりをみせてきている。その貧困論の
中で、一翼を担うのが母子世帯における貧困研究であ
る。母子世帯における貧困研究は、貧困とジェンダーの
関係を明らかにし、またそのことによって、より実態が
見えにくいものになっていることを主張した。例えば
２００３（平成１５）年に、青木らによって、生活保護母子世
帯の実態が明らかにされ、貧困が世代間継承していく道
のりが描きだされた２８）。また、杉本は貧困の女性化が日
本社会において顕在化しない理由として日本の家族関係
を取り上げ、母子世帯は親族などと生計を共にするた
め、独立した母子世帯を形成しないことを明らかにし
た２９）。筆者は、日本政府が提唱した日本型福祉社会論と
母子世帯との関係を述べ、母子世帯に属する者は日本社
会ではマイノリティであり、そのため多くの不利益を
被っていることを明らかにした。このため今後の政策提
言として、母子世帯の児童に対する給付を増加させるこ
とと、福祉教育の充実を挙げた３０）。
Ⅲ　格差・貧困に関する議論３-子どもの貧困研究の
登場
　これまで述べてきたように、日本では一億総中流意識
の崩壊後、格差社会論が登場し、その後はその形を貧困
論に変え、再び議論が巻き起こった。また、近年の動向
として母子世帯における貧困研究の深まりがある。さら
に、このような歴史を経て子どもの貧困研究が登場する
こととなる。
　社会福祉学の領域において、子どもの貧困が注目され
るようになってきたのは、近年のことである。小西は、
２００６（平成１８）年に発表した論文において、これまで行
われてきた子どもの貧困研究の動向と課題を明らかにし
た。この論文において小西は「『格差』についての関心は
高まっている一方で、貧困の下で暮らす子どもについて
の研究は、ほとんど進展をみせていない。貧困家族の子
どもの状況を把握する実証研究が早急に求められてい
る。」と述べている３１）。
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　その後、子どもの貧困に関する議論は高まりをみせ、
様々な著書が発刊されることとなる。阿部は、児童虐待
と貧困の関係について述べ、虐待の理由として一番多い
のは、「ひとり親家庭」と「経済的困難」であることを明
らかにしている３２）。
　また、児童福祉司の山野は、日本において児童虐待問
題が議論される際、その中心にあるのは、世代間虐待連
鎖や親のアルコール依存症など病理的な側面であること
を述べている。その上で、様々なデータを紹介し、貧困
家庭であるほど児童虐待は発生しやすいことを明らかに
している３３）。松本は、家庭の経済力と子育てとの関係に
関し、「家庭の経済的な『ゆとり』のなさは、子どもの活
動と経験を制限する方向に作用し、同時に親の社会的孤
立を招いている」と述べ、子どもの貧困への警笛を鳴ら
している３４）。藤原は、政府による所得の再分配前後にお
ける子どもの貧困率を調査し、日本政府による所得の再
分配の結果、子どもの貧困率は上昇していることを明ら
かにした３５）。このことは、社会保障上、極めてショッキ
ングな意味をもつ。研究者や政策立案者は、まずその事
実をしっかりと認識し、貧困率減少に向けて努力してい
くべきであろう。
　このように子どもの貧困研究は確実に進展をみせてい
る。
Ⅳ　おわりに
　これまで述べてきたように、日本社会では、貧困に関
する議論が活発化している。本稿においては、今日にお
ける議論が、様々な歴史を経て形成されてきたものであ
ることを明らかにした。貧困問題が深刻化している今
日、それを解決するためのソーシャルワークに必要なも
のとして岡部は「当事者の声に耳を傾けそれを代弁する
あるいは社会資源をつくりだしていく活動、もう一方で
貧困という事態に対して社会に積極的に理解と協力を求
めていく活動等を推進する」ことを挙げている３６）。この
指摘は、貧困問題を解決していくためには、個人だけに
働きかけるだけでも、社会（環境）だけに働きかけるだ
けでもよい訳ではないことを示している。また、筆者ら
は貧困の解決に向けた方法としてアドボカシー実践や
ソーシャルアクションを強調している３７）。さらに、宮本
は「生活保障」概念を持ち出し、雇用と社会保障をより
結びつけていくことを提案している３８）。ソーシャルワー
カーの仕事は、個人と環境の間に起きた問題を解決して
いくことであり、貧困問題はソーシャルワーカーにとっ
て忘れてはならない問題である。社会福祉士等のソー
シャルワーカーや研究者は、貧困問題が深刻化している
今日、より正確な情報をつかみ、個人と社会（環境）の
両者に働きかける実践や研究をより強化していくことが
望まれる。
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